
第６２回 大阪中学校 選手権大会

決勝リーグ

【女子】

決勝リーグ 西 陵 田 辺 樟蔭東 吹田一 勝敗 順位

西 陵 ７４○４８ ６３●９１ ２７●６６ １勝２敗 ３位

田 辺 ４８●７４ ４２●９５ ３７●６６ ３敗 ３位

樟蔭東 ９１○６３ ９５○４２ ５１○４２ ３勝 １位 近畿大会へ

吹田一 ６６○２７ ６６○３７ ４２●５１ ２勝１敗 ２位 近畿大会へ

【男子】

決勝リーグ 長尾西 中 野 西 陵 豊 津 勝敗 順位

長尾西 ４８○４１ ７０○６４ ７７○５３ ３勝 １位 近畿大会へ

中 野 ４１●４８ ６７●７２ ６７○５４ １勝２敗 ３位

西 陵 ６４●７０ ７２○６７ ８６○４８ ２勝１敗 ２位 近畿大会へ

豊 津 ５３●７７ ５４●６７ ４８●８６ ３敗 ３位

以下に戦評



決勝リーグ

７／２９

第１試合

女子イ ２０－１３ 女子ロ １２－０４

１２－１１ １４－１０

西 陵 ７４ ２３－０８ ４９ 田 辺 樟蔭東 ５１ １４－２０ ４２ 吹田一

１９－１７ １１－０８

西陵④⑤⑥⑦⑧、田辺④⑤⑥⑦⑪、両者マンツーマン 樟蔭東④⑤⑥⑬⑰、吹田一④⑤⑥⑦⑨ともにマンツ

ディフェンスでスタート。西陵はシュートイン後、２－ ーマンでスタート。お互いにフルコートマンツーマン。

２－１から２－１－２とディフェンスに変化を持たせ、 立ち上がり両者共に堅さが目立ち、オフェンスのリズ

田辺のミスを誘う。 ムに乗れない。しかし、樟蔭東がボールマンプレッシ

序盤ペースをつかんだのは西陵で、⑤⑥のドライブ、 ャーが強い分ボールを奪い、１Ｑリード。

④の３Ｐで得点を重ねる。田辺は⑤を中心に早い展開で ２Ｑ両者共に本来の速い展開の攻撃が出始める。吹

攻撃をしていく。互角の展開で進むが１Ｑ終盤に西陵⑧ 田一は⑤の連続ポイントなどで、残分３、１４－１０

⑨の３Ｐが決まり、２０－１３と西陵リード。 と追い上げる。しかし、樟蔭東は厳しい守りから繰り

２Ｑも西陵⑥のスチールからの得点。速攻などで加点 出す速攻で加点。特に、④のミドルシュート、３Ｐな

する。逆に田辺はファールが多く苦しい展開。２Ｑ残分 どの連続得点で更に、リードを広げ２６－１４で前半

４で⑤が３ファール。チームは５ファールとなる。しか 終了。

し、ここで西陵は単調な攻撃となり、外からのシュート ３Ｑ吹田一は、１－２－２のゾーンに。これがはま

を連続して放つが、決まらない。２Ｑ終盤田辺⑥のジャ り相手のリズムをくずす。攻めては⑤のシュートがま

ンプシュートや３Ｐシュートで得点し、３２－２４と少 すます冴え、５分、２９－２０と追い上げる。樟蔭東

し追い上げたところで、前半終了。 ここでタイムアウトを取れば、吹田一はディフェンス

後半、西陵④⑤⑥⑦⑧、田辺⑥⑦⑧⑪⑮、田辺はオー をマンツーに戻す。相手が慣れた頃に再びゾーンに変

ルコートマンツーマンディフェンスで当たりをきつく 化するなどして、流れをつかみ、このクォーターを２

し、田辺⑪の連続シュートで３２－２８と４点差。しか ０－１４で取る。

し、西陵はここから慌てず、落ち着いてパスをまわし、 ４Ｑ、吹田一は、ゾーンディフェンスを続行。２分

加点。残分３西陵④の速攻が決まり、４６－３０となる。 間ノーゴールに押さえるが、樟蔭東も悪い流れの中で、

田辺、たまらずタイムアウト。その後も流れは変わらず、 決してディフェンスの集中を切らず、こちらも得点さ

５６－３２で３Ｑ終了。 せない。残分５、樟蔭東は⑬の３Ｐでようやく得点。

４Ｑ、点差が開いたため、お互いにやや雑なプレーが ⑤の１ｏｎ１で、加点。一方の吹田一もオールコート

多くなる。田辺も食い下がろうと、ボールを奪いに行く ゾーンプレスで、ミスを誘い、互角の展開とする。し

が、西陵は落ち着いてしのいで、点差は詰まらず、７４ かし、前半のリードがあった分、樟蔭東が有利に試合

－４９で西陵が決勝リーグ１勝を挙げた。 を運び、５１－４２でタイムアップ。一時悪い流れに

なりながらも決して大崩れせず、厳しいディフェンス

で勝利を得た。敗れはしたものの、粘りをみせた吹田

一は、残りゲームにつながる戦いであった。



第２試合

男子イ １７－０８ 男子ロ ２１－１３

０７－０８ ２１－０６

長尾西 ４８ １２－１７ ４１ 中 野 西 陵 ８６ １８－２０ ４８ 豊 津

１２－０８ ２６－２３

長尾西④⑤⑥⑦⑯マンツーマン、中野④⑤⑥⑦⑧１－ 西陵④⑤⑥⑦⑨、豊津④⑤⑥⑦⑧でスタート。

３－１ゾーンディフェンス。開始から両チームディフェ ディフェンスは西陵がオールコートマンツーマン、豊

ンスのプレッシャーが強くなかなか得点が入らない。ス 津がハーフコートマンツーマン。西陵は得意のオール

タートから２分、中野④のシュートで先制。長尾西も⑯ コートマンツーマンで相手のミスを誘い、スチールか

のインサイドですぐに入れ返す。一進一退の攻防が続く らの速攻を決めていく。対して、豊津は⑤のハイポス

が長尾西がリズムをつかみ１Ｑ、１７－８で長尾西がリ トから１ｏｎ１、ゴール下、④の３Ｐで応戦するが、

ード。 西陵の④⑦のドライブを抑えきれず２１－１３で１Ｑ

２Ｑスタート。長尾西⑧のリバウンドシュートで１９ 終了。

－８とリードを広げるが、その後パスミスが多く得点が ２Ｑ、１Ｑ同様、西陵のオールコートマンツーマン

入らない。中野もディフェンスからリズムをつくり徐々 が豊津のボール運びを苦しめ、点差は離れる一方であ

にシュートが決まりだし、１９－１４と５点差に詰め寄 った。豊津④がドライブインからのミドルシュートを

る。長尾西も④の３Ｐで応戦。２４－１６と長尾西リー 放つが、なかなか決まらず、逆に西陵がリバウンドか

ドで前半終了。 らの速攻で得点を重ねていく。さらに豊津④が１ｏｎ

後半、中野⑤⑥の連続得点で２０－２４とするも、長 １を試みるも決まらず、４２－１９で２Ｑ終了となる。

尾西も⑯⑧のリバウンドシュートで２０－２８と入れ返 後半に入り、まずは豊津の⑤がゴール下に飛び込み、

す。中野が速いパスワークから④⑧の３Ｐで流れを掴み、 パスを受け得点を決める。しかし、その後、なかなか

３６－３３と３点差で３Ｑ終了。 追加点が取れず３Ｑも前半と同様の流れとなる。

４Ｑ、スタートから激しい攻防。両者厳しいディフェ ４Ｑに入り豊津も意地を見せるが３Ｑまでの点差は

ンスからターンオーバーを誘うものの得点につながらな 縮まらず８６－４８でタイムアップ。

い。しかし、長尾西は⑯のインサイド、④の１対１など 西陵は機動力を生かしたプレーでリーグ戦１勝目を

で、着実に得点を重ね、落ち着いてゲームを進めリード 手にした。

を広げる。終盤、中野も⑤の連続得点で追いかけるが、

④のシュートが最後まで、当たらず、４８－４１で長尾

西の勝利。



決勝リーグ

７／３０

第１試合

女子 ０４－１９ 女子 １５－１８

０８－１０ ０６－２２

西 陵 ２７ ０２－２２ ６６ 吹田一 田 辺 ４２ ０４－３３ ９５ 樟蔭東

１３－１５ １７－２２

西陵④⑤⑥⑦⑧、吹田一④⑤⑥⑦⑧でスタート。双方 田辺④⑤⑥⑦⑪、樟蔭東④⑤⑥⑬⑰、両チームとも

マンツーマン（ハーフ）で中をしっかり守るディフェン オールコートマンツーマンでゲームスタート。

ス。開始直後吹田一は⑤ハイポストからのジャンプシュ 開始１分、両チームともシュートが決まらず、ミス

ート、⑥のリバウンドシュート、⑦－⑤のハイローの合 が続く。樟蔭東の激しいディフェンスにも負けず、田

わせなどで、着実に加点するが、西陵は運びでのミスが 辺は速攻や⑪の４連続ゴールなどで、１Ｑの途中リー

続き、なかなかリズムに乗れない。４分過ぎに⑤のカッ ドを奪う。

トインでようやく初得点。さらに⑦のドライブインとよ ２Ｑに入って、樟蔭東は④の３Ｐや⑰のドライブな

うやく動き始めたが、吹田一は④の３Ｐ、⑤のリバウン どが決まり、リズムが出てくる。一方、田辺はなかな

ドシュートなどで突き放し、第１Ｑ１９－４で吹田一、 かシュートが決まらず、苦しい展開で２Ｑはわずか６

１５点差をつける。 点。前半終了時には、２１－４０と樟蔭東が１９点リ

２Ｑに入り、出だし膠着状態が続いたが、残分３過ぎ ードする。

に西陵が⑤のフリースロー（２本）、⑧のドライブイン 後半に入っても樟蔭東のディフェンスの激しさは変

で追い上げるも、吹田一も④⑫が３Ｐを沈める。西陵も わらず、樟蔭東がスチールから速攻のパターンを連続

盛んに攻撃を仕掛けるが、焦りからかリングに嫌われ、 させる。一方的な展開となり、３Ｑでは田辺は４点の

２９－１２と吹田一リードで前半終了。 みにおさえられる。

３Ｑ、吹田一はセンター⑤⑦の合わせや中にディフェ ４Ｑで樟蔭東はベンチメンバーで戦い、最終スコア

ンスが集中すれば④の３Ｐ、④⑦のドライブと理にかな は４２－９５。樟蔭東が決勝リーグ２勝目を勝ち取り、

った攻撃で、また、シュート後に１－２－１－１のゾー 近畿大会への切符を手にした。

ンプレスをしかけ、西陵にリズムをつかませず、着々加

点していく。西陵は⑦のドライブシュート２点のみで、

吹田一の一方的な展開となり、５１－１４。

４Ｑ、西陵はゾーンプレスで勝負に出るが、冷静に試

合を進める吹田一に対し、流れを変えることはできず、

さらに吹田一の３Ｐが面白いように決まり、結局６６－

２７の大差で吹田一の圧勝。吹田一は最終戦に望みをつ

ないだ。昨日に比べやや元気の無かった西陵の奮起に期

待したい。



第２試合

男子 ２０－０８ 男子 ２１－１３

１６－１５ ０８－２０

長尾西 ７７ ２３－０９ ５２ 豊 津 中 野 ６７ ２２－１０ ７２ 西 陵

１８－２０ １６－２９

長尾西④⑤⑥⑦⑧、豊津④⑤⑥⑦⑧でスタート。長尾 中野は、１－３－１のゾーン、西陵はマンツーマン

西は④⑥のゴール下、⑦のパスカットからの速攻、ハー でスタート。中野⑥のドライブからのシュートが決ま

フコートのセットオフェンスで得点。９－０となった所 る。中野は⑥のドライブショット、④⑧の３Ｐで得点

で豊津がタイムアウト。タイムアウトあけ、豊津④の１ を重ねていく。一方、西陵は、⑦の１ｏｎ１で対抗す

ｏｎ１、⑥のジャンプショットで得点するも、高さで勝 るも、１－３－１のゾーンを攻めあぐね２１－１３と

る長尾西の④⑧⑯のインサイドの得点で点差を広げ２０ 中野がリードする。

－８で終了。 ２Ｑに入り、西陵は⑦の速攻からの得点、３Ｐなど

２Ｑ、点差を追いかける豊津⑤のインサイド、 ⑥１ で追い上げる。一方、中野は⑤⑧の３Ｐで対抗するが、

ｏｎ１で得点するも、長尾西⑯のゴール下、④のインサ 西陵⑧の連続ゴールでついに２９－２７と逆転する。

イドや連続３Ｐで応戦。３６－２３で終了。 その後互いにゴールし、前半、西陵３３－２９中野で

３Ｑ、勢いの落ちない長尾西は⑦のパスカットからの 終了。

速攻やスピードのある１ｏｎ１で得点し点差を広げてい ３Ｑ、中野が連続ゴールで追いつき、その後は④の

く。残り４分で豊津がタイムアウトを取るも流れが変わ ドライブからのゴールや④のアシストを受けた⑦のゴ

らず、７０－３８で終了。 ールなど次々と得点を積み重ねる。一方、西陵は１ｏ

４Ｑ、後のない豊津はオールコートでプレッシャーを ｎ１でゾーンを崩そうと攻撃するも約３分間得点をう

かけにいき、パスカットから⑤⑧が得点するも落ち着い ばえない状況が続いた。その後、西陵は⑦の１ｏｎ１

て加点する長尾西との差は、全く縮まらない。最後は主 ⑧の３Ｐで得点を重ねるが、中野④の３Ｐで突き離さ

力を温存する余裕を見せた長尾西が１試合を残して近畿 れ、５１－４３と中野がリードし、終了。

大会出場を決めた。 ４Ｑ、西陵は④の連続３Ｐで追い上げ、プレスディ

フェンスが効果を見せ始めたため、残分４で中野がタ

イムアウト。その後も西陵の勢いは止まらず、残分３

⑧の３Ｐでついに逆転する。

なお、西陵はターンオーバーから攻撃し、中野は４

ファールとなる。西陵は４ファールのフリースローや

⑧の３Ｐで得点を重ね、中野は④の３Ｐなどで、対抗

する。

終了間際まで、一進一退の攻防が続いた。最後は、

西陵がドライブしファールされながらもゴールを決

め、突き離し、７２－６７で西陵が勝利を収めた。



第３試合

女子 ２７－１０ 女子 １８－１１

２４－１７ １８－１０

樟蔭東 ９１ １４－１３ ６３ 西 陵 吹田一 ６６ ２０－０６ ３７ 田 辺

２６－２３ １０－１０

１Ｑ、樟蔭東④⑤⑥⑬⑰、西陵④⑤⑥⑦⑧でスタート。 吹田一④⑤⑥⑦⑬、田辺④⑤⑥⑦⑩、両者マンツー

ジャンプボールから、樟蔭東⑥のレイアップで先制し、 マンでスタートし、落ち着いた立ち上がり。

西陵は⑦の３Ｐシュートでスタートする。途中樟蔭東⑰ 田辺⑤のシュートで先制し、ゲームが動き始める。

の連続得点で樟蔭東は波に乗り、一方西陵は樟蔭東のオ 吹田一は１－４から④の３Ｐなどで９連続得点し、１

ールコートマンツーに苦しみターンオーバーを繰り返 ０－４と優位にゲームを進め、一方、田辺は⑪のゴー

す。樟蔭東は⑬④の連続３Ｐで突きはなすが、西陵⑤の ル下連続ポイントでがんばり、１Ｑを１８－１１吹田

３Ｐで１Ｑを終了。 一のリードで終わる。

２Ｑ、初め、西陵のオールコート２－２－１プレスに ２Ｑの立ち上がり、吹田一⑤のドライブがバスケッ

樟蔭東は苦しむが、徐々にペースをつかむ。お互い得点 トカウントになり、フリースローも決め、流れを引き

の取り合いとなるが、ゴール下で確実に得点を加算した 寄せる。その後も吹田一は⑤⑦がインサイドでがんば

樟蔭東が５１－２７とリードを広げ前半を終了する。 り、④の３Ｐも効果的に決まる。一方、田辺はインサ

３Ｑ、西陵は④⑤の得点で流れをつかみかけるが、タ イドでがんばるも思うように得点が伸びず、２Ｑを３

ーンオーバーやファールで徐々に樟蔭東のリズムにな ６－２１と吹田一リードで前半終了。

る。その後、一進一退の攻防を繰り広げるが、樟蔭東⑦ ３Ｑ、スタートメンバーは１Ｑと同じ。吹田一はマ

の３Ｐで６５－４０となり終了する。 ンツーマン、田辺は１－３－１のゾーンでリズムを変

４Ｑ、樟蔭東⑰のフォローアップシュートや⑤のゴー えようとする。しかし、吹田一は焦らず⑤⑦のハイロ

ル下シュートで確実に得点を重ねる。一方、西陵は⑥の ープレ－、④の３Ｐで得点を重ね、田辺はマンツーマ

ドライブイン、④のスチールからの速攻で応戦するが、 ンに戻すも、吹田一は攻め続け、残り３分では５２－

点差は縮まらない。結局、樟蔭東の一貫したオールコー ２５と完全に流れをつかんだ。

トマンツーに苦しんだ西陵がオフェンスのリズムが取れ ４Ｑに入り、両チーム３分間ノーゴール。吹田一⑤

ず単調な攻撃になったことと樟蔭東のゴール下での得点 のドライブで試合が動き、５８－２７その後、一進一

力が差となり、９１－６３で樟蔭東の勝利となった。 退の攻防が続き６６－３７で吹田一が勝利し、決勝リ

樟蔭東には近畿、全国での活躍を期待する。 ーグ２勝１敗で近畿大会の切符を手にした。近畿大会

での健闘を期待する。



第４試合

男子 １５－０７ 男子 ０７－１１

１４－０８ ０８－１７

西 陵 ６４ １３－２１ ７０ 長尾西 豊 津 ５４ １５－１９ ６７ 中 野

１５－２１ ２４－２０

０７－１３

西陵④⑤⑥⑦⑧、長尾西④⑤⑥⑦⑧でスタート。 １Ｑ、豊津④⑤⑥⑦⑧、中野④⑤⑥⑦⑧でスタート。

１Ｑ、出だし、長尾西はインサイドゲームでリズムを 中野は、ハーフコート１－３－１ゾーンディフェンス

つかもうとするが、西陵がタイトなディフェンスで対抗 をしき、豊津にパス回しを自由にさせず、攻撃のリズ

し、持ち前の機動力で徐々に加点。④⑦のペネトレイト ムをつくらせない。中野⑧カットイン、④３Ｐ、速攻

からのシュートや合わせで、１Ｑ１５－７と西陵リード。 と多彩な攻撃を仕掛け、ゲームの主導権を渡さない。

２Ｑ、西陵⑦の１ｏｎ１からのシュートやペネトレイ ２Ｑ、開始後、豊津④が積極的に点を取りに行き、追

トからの合わせで、さらに加点。サイズで劣りながらも い上げを図るも、中野の１－３－１ゾーンプレスに対

リバウンドに粘りをみせ、長尾西にリズムを取らせない。 し、ガード陳がボール運びに苦しむ。中野はディフェ

長尾西がボール運びに⑪を投入し、落ち着きを見せてか ンスのパスカットからの速攻で連続得点をし、一気に

ら、⑯がゴール下で頑張り、前半２９－１５で西陵リー 突きはなし、１５－２８と中野リードで前半を終了。

ド。 ３Ｑ、豊津④⑤⑦⑧⑨、中野④⑤⑥⑦⑰で、スター

３Ｑ、西陵の足が止まり、長尾西はゴール下で追い上 ト。開始後、豊津は⑧の３Ｐシュートを皮切りに⑤⑦

げを見せる。⑯のリバウンドシュートや⑦の３Ｐで加点。 のゴール下などのシュートで、追い上げた。しかし、

西陵は攻め手を欠きながらも、粘り強くリバウンドに絡 中野は⑥⑤が３Ｐやカットインで、豊津のディフェン

み、逆転を許さない。４２－３６で西陵リード。 スを崩し、ゲームの主導権は渡さない。

４Ｑ、長尾西⑦が３Ｐミドルと連続シュート。⑯のフ ４Ｑ、豊津④が積極的にオフェンスを展開し、反撃

リースローで同点とする。そこから、西陵のディフェン するも、中野の１－３－１ゾーンディフェンスを崩し

スが激しくなり、突きはなしにかかる。西陵⑦の３Ｐで きれず、中野は豊津のミスを確実に点につなげ、リー

差を広げようとするが、長尾西④⑥のペネトレイトで食 ドをさらに広げ、５４－６７で、中野が勝利を収める。

らいつきをみせる。西陵は大事な場面で、フリースロー

が決まらず、５７－５７で園長へ。

延長戦、出だし、長尾西が⑧のリバウンドシュート、

西陵は⑦のペネトレイトで対抗するが、長尾西⑥のフリ

ースロー④のゴール下、３Ｐで加点し、西陵を突きはな

す。西陵は⑦がペネトレイト、３Ｐで踏ん張るが、長尾

西⑧がフリースローを２本決め、７０－６４で長尾西が

勝利し、２年連続の優勝を決めた。
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